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東大･理 鈴 木 増 雄
スピングラス1-6)とは何かという説明から始まって,その本質であるフラストレーションと非線形帯磁
率の負の発散について解説し,これらをトポロジカルな概念によって理解する方法を述べ,最後に,筆者



































































































東大･理 宮 下 精 二
相転移のタイプは体系の次元d.,秩序変数の対称性 (強磁性体の場合はスピン自由度 n)あるいは相互
作用のレンジ等によって分類されることが知られている｡それぞれの場合に体系は一次相転移または二次
相転移を示すが,特に後者の場合に関しては臨界指数の組 (α:比熱,♂:自発秩序変数,γ:帯磁率,
ヤ:相関関数,･･･)による分類が詳しくなされている.またこれらのタイプの分類はその体系が持つ トポ
ロジカルな励起のタイプの分類とも見なせるということが議論されてきているol)顕著な例として2次元ⅩY
模型の渦励起や液晶における種々の欠陥がよく議論されているが,本発表では三角格子反強磁性体で起こ
る種々の相転移をトポロジカルな励起のタイプを通 して考察する｡
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